
estrogenの代謝の状態がかなり異なっているものと思わ

れる｡

Clomipllemeeitrateのニホンザル ･メ

スの生殖現象に及ぼす影響

和 秀雄(日本モンキー ･センター)

日 的

Clomil,henecitrateは,ヒトの産婦人科領域で,軽度

の月払不JIViなどの排卵誘発に用いられている薬物で,ア

カゲザルやカニクイザルの月経不順にも有効に作用する

ことが報告されている.

*研兜では,Clomiphenecitrateがニホソザル.メス

のLLi納税象に及ぼす形啓の基礎的な面を検討することに

lTL･:iなおいた.
方 法

1.Jl柾不仰壬のユホソザル約30頭に,Clomiphenecitrate
なlulnJi当り25-50mg,月経周期の5日日から3-

5unLq迎枇投与し,その後の月経周期を祝賀した｡

2.排卵.W発の有銀な確認するため,4頭のサルを用い

てClolnil,hcnccitratc投与紋,開腹手術によって卵火の

Lli接u'i:1な行なった｡

3. ･lBJ(のサルを用い,1日1頚当り25mgの Clomi･

ptLL･nCCilratcを月経周期の5日日から3日間連続投与

し.I:JJUJの8日日から採尿を行なって,尿中 estrogens

止な8u出した0

4.血中性ホルモソの月経周期に伴う生理的変動及び
Clomiphcnecitrateの性ホルモソに及ぼす形啓をみるた

めに.Clomiphenecitrate処位群3鼠 無処置那 (生理

的文政)5蛸l̂J用い,辿日又は隔日の採血を行なった｡

結 果

1. CIomil)henecitrateの月経周期に及ぼす影響

ClomitJllCneCitrate投与後,次回月経が先行月経から

20-35日の拒凹内に発現したものは約半数であった｡

2. 附加=T.･術による排卵の確認

･1仇LIJ2Li如こおいては排卵が確認されたが,2頚は無

排卵であった｡

3. 況lいestrogensの測定

自 由 課 題

ニホンザルの群れ維持機構

村松 正敏 (マカク研究会)

4頭とも周期の9日目で尿中 estrogensは非常に増鼓

しており,生理的な場合の中間期のピークよりはるかに

多良のestrogensが排推されていた.その虫は虫高53FLg

におよび (生理的な場合は,中間期のピークでも15-20

〟g/day),周期の20-25日日頃に通常のレベルに祝した｡

4.血中性ホルモソ

現在までのところ,血中 estrogensの生理的な変動し

か測定していないが,これには一定のノミクーソが認めら

れた｡

即ち,周期のある時期 (個体差があって一定しない

が,周期の10-15日日)に血中estradiolが著明に増量し

てピークを示すことが明らかになった｡このピークは,

尿中 estrogensのピークの約1日前であり,またこのピ

ークの2日後あたりで排卵するようである (排卵は腹腔

銃によって確認した)0

なお,ニホソザルでは estriolは全く測定できなかっ

た｡
考 察

Clomiphenecitrateの有効性については,今回の突放

においては,月経周期の観察でも,また卵火の直接観察

でも,有効と,tLiわれたものは500/Oであり,結納を出すに

いたらなかった｡

Clomiphenecitrate投与後の尿中 estrogensのBttl定で

は,生理的な状態に比較してかなり多血の estrogcnsが

排壮されていること及び排壮丑の変動バクーソが生理的

な′くクーソとはちがうことなどから,Clomiphenecitrate

の投与は,生体に対して生理的な状態とはかなりもがっ

た現象をおこしていることが予想される｡

血中性ホルモソについては,まだ全賃料の測定を完了

していないが,estrogensの生理的変動についていえば,

estradiolの変動バターソが特徴的であり,排卵との閑迎

も推定できるにいたったことは大きな成架であったと考

えられる｡

また,ニホンザルでは estriolが全く測定できなかっ

たことも,従来予想されていたことを突証し,かつヒト

との相異を明らかにした点で成架の一つに数えられるo

今後,採取した資料の測定が完了すれば,生理的な性

ホルモソの変動,及びClomiphenecitraLeの及ぼす膨粋

がより詳細に明らかにされるだろう｡

告は,神奈川県湯河原町一指に生息するニホソザルの若

年令オスの群れからの離脱と加入についてまとめたもの

であるoなお,調査者は筆者のほか,マカク研究会のメ

壬托必らはニホソザルの群れ維持機構を生態学的観点か ム'1-である福田史夫･田中進が中心とならたが,多く

ら糾明するため,いくつかの調査を試みてきた｡この報 の場合,相当な年月と多くの協力者を必要とした｡
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調査結果

'73年現在.拐河原町-弓脚こは5郡の吐息が認められ,

そのうちT郡とP群を調査:の対象とした｡ここではT群

出自のオス36双,P郡山白のオス145]R,あわせて50現

の追跡結果を報告する.これらの佃仙 ま長期のもので8

午,短期のもので5年の継統調査がなされてきた｡打;1

回はその結果をグラフにしたものである｡国中.リ3線は
自群に残った佃作数を示し,破線は他郡に加入した個体

数の累机を示している.年令が4.5才から5.5才になる

と.他郡出自の個体数が日印出自のrL-･]年令の個体数をう

わまわった桝成となることがわかる｡しかし,5.5才以

上になると加入が急に減少し.9.5才まで伸びはほとん

どみられなくなるo

結局.500/Q弱の相当数の何体が離脱校祝祭不可柁とな

る｡うちわけとして,1)死亡 (捕位をふくむ),2)一定

時期完全に111独化ないし群れと独立する,3)他の遠く

離れた群れに加入している,の3通りが考えられる｡如

実,最後の例を筆者らは日照しており,約2の例がその

途中の過程である場合がないとはいえない｡

オスグループについて

群れに加入したか香かは一律には判定できない｡ここ

では苑I刑mの一時的な群れへの接近はふくまないものと

した｡他の附 tへの加入の過程をみると,かならずLも

一校ではないが.他のオスとの認知関係に伴う順位関係

の成立を魚作においているように考えられる.このよう

な仰仙 関係の収立をもって,オスグルーブの成立とする

と,オスグルーブと周辺部のI.q辺箔ちしたオスよりなる

グルーブとはFC･出自配収グルーブという点で明確に区別

できうる ものとなる｡ オスグルーブは咋令耶戊のうえ

で,同年令に近い胴体のみによるものから,一定の咋令

弟をもつものまで多印多様であった.グルーブのサイズ

からみると,校名の切合がより大きなサイズを保ってお

り,同個体数のグルーブならは,やはり扱者の桝戊のは

うがより安定した グループを形成 していた｡ この構成

は,一般的なユホソザルの群れから,コドItとメスを除

いたオスの桝成としばしは刑似したものである｡

以上.湖河駅地域にiL心するニホソザルのオスの離脱

と加入について概況したが.lI7J'ri令以上のオトナオスの

動,fEiな巧庶したとき.オスlH】の関係が.rLT.いもよらぬ広い

生括空間を蔀缶としてなりたっていることが想定 され

るOより強固な結節,Wに鵬を犯したオスの糸は,小さな

結節点をつくりながら.いつかメスたちの範問な結節部

にもどってゆく.そのかぎりでは,より一般的な哨乳現

のレベルに近いものであるかもしれない｡

奥湯河原に生息する野生ニホンザルの 5

群間の関係について

-個体の拙脱 ･加入の面

からのアプローチー

稲田 史大 (マカタ研究会)

神奈川爪足柄下mS(m択町 ･沿河脚 11)-抑 こは,'73
咋2Jl現在,T･P･H･S･Ⅰの5郡が生息する｡T･P･
Sの3郡は糾 寸けの進行政令の追いが認められるが,3

郡とも税劣号が不易な郡九である｡

'68年4FlよりT郡のIL-･J'rlオス佃†如こ入れ掛 こよるヤ

ーキソクを施し,離脱枚の追跡調査の碓文化なはかった｡
本年皮の相似 i.同一地域個体郡内の上記の5郡間の

関係を,T郡のオスに1.I.1,氏をあてて,その離脱と他の群

れへの加入の両から.今までのデータをまとめたもので

ある.なお,木相似ま'65年4月から'73年2月までのも

のである｡

1. 若年オス

'64-'68年生れのものを若年オスとして扱った｡'63年

以脚 ま出生数が不明確なのでオトナオスとして扱った｡

この5年間のオスの山生数は33m (このうち2頭死

亡)で28頭が離脱した｡4才が離脱のピークで,4才ま

でに70%が,5才までに85%が離脱した｡離脱の時期は

5,6月の出産lmで半数以上 (550/.)が離脱した｡しか

し,交尾期に離脱した個体は100/o弱であった.

T群を離脱した28軌の若年オスのうち.17頭が同一地

域個体群内のLl郡に加入し,11頭が不明1)となった｡し

かし,この不明偶作のうち2疏 2)は60数キロ遠方の他の

I)不明というのは,他の4群にも,また周辺にも確認

されなかった場合である｡

2)2mとも'65年生れで, マ～キソグされている｡離
脱の年は川和王'69年6Jlであり,1餌は'71咋8)1
であったO現在,この2Brlは汲肪崎好投公開IJjのケ
ージの巾こ入っている｡
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